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産物方日記（同治7-8年）

ス
タ
ッ
フ
が
実
務
要
員
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
下
役
の

方
掛
（
係
）
あ
る
い
は
産
物
御
用
掛
（
係
）

と
呼
称
さ
れ
る
専
任

産
物
方
の
組
織
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
産
物

意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

里
と
那
覇
に
産
物
方
と
い
う
組
織
が
別
個
に
二
つ
あ
っ
た
こ
と
を

れ
て
い
た
（
福
地
家
文
書
、
等
々
）
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
首

と
こ
ろ
が
、
那
覇
の
親
見
世
で
も
同
様
に
産
物
方
日
記
が
作
成
さ

記
が
首
里
王
府
の
評
定
所
で
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

タ
イ
ト
ル
の
一
部
（
評
の
文
字
）
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日

複
雑
な
組
織
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
本
日
記
の
表
紙
に
評
定
所
の

方
に
関
係
す
る
日
記
で
あ
る
。
こ
の
産
物
方
と
い
う
部
署
は
や
や

六
八
）
正
月
か
ら
翌
年
(
-
八
六
九
）
十
二
月
に
か
け
て
、
産
物

本
「
産
物
方
日
記
」
（
一
六
八
七
号
）

解

題

は
、
同
治
七
年
(
-
八

方
は
前
身
の
唐
物
方
を
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
始
期
は
不
明
だ
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成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
薩
摩
藩
の
産
物

呼
称
）
は
、
横
目
、
附
役
、
足
軽
な
ど
の
四
か
ら
七
名
ほ
ど
で
構

た
産
物
方
掛
（
琉
球
詰
め
産
物
方
掛
と
も
産
物
方
御
役
々
衆
と
も

に
対
応
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
薩
摩
藩
か
ら
派
遣
さ
れ

本
来
、
こ
の
産
物
方
と
い
う
機
構
は
、
薩
摩
藩
の
琉
球
産
物
方

の
往
復
文
書
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

て
い
た
。
こ
の
一
六
八
七
号
文
書
は
、
①
の
評
定
所
と
産
物
方
掛

方
掛
自
身
が
ま
と
め
た
産
物
御
用
方
日
記
の
三
種
類
が
作
成
さ
れ

れ
を
ま
と
め
た
親
見
世
（
那
覇
側
）
の
同
日
記
、
そ
し
て
③
産
物

評
定
所
側
の
産
物
方
日
記
、
②
那
覇
の
親
見
世
と
産
物
方
掛
の
そ

①
産
物
方
掛
と
評
定
所
と
の
往
復
文
書
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た

薩
摩
藩
の
産
物
方
掛
の
対
応
窓
口
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

那
覇
で
は
里
主
・
御
物
城
・
那
覇
筆
者
ら
の
親
見
世
の
役
人
ら
が

親
方
の
一
人
も
唐
物
掛
に
任
命
（
兼
務
）
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、

を
兼
務
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
鹿
児
島
の
琉
球
館
に
詰
め
る
在
番

側
、
そ
し
て
三
司
官
の
一
人
が
統
括
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
産
物
方
掛

産
物
方
筆
者
は
他
職
を
兼
務
し
、
ま
た
上
役
の
鎖
之
側
と
平
等
之



替
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
那
覇
、
久
米
村
、
東
村
、
西
村
な

番
人
は
首
里
王
府
か
ら
任
命
さ
れ
、
短
期
任
用
の
た
め
頻
繁
に
交

し
て
牛
馬
皮
見
締
ま
り
番
の
任
命
記
事
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

運
送
船
、
王
舅
乗
船
、
夏
楷
船
、
夏
運
送
船
）

の
積
み
荷
番
の
任

命
記
事
、
薩
摩
藩
の
貿
易
用
毘
布
の
見
張
り
番
の
任
命
記
事
、
そ

そ
し
て
那
覇
・
鹿
児
島
間
を
往
来
す
る
「
登
り
船
々
」
（
春
楷
船
、

筑
登
之
親
雲
上
、
与
那
原
里
之
子
親
雲
上
の
任
命
記
事
が
あ
る
。

の
産
物
御
用
掛
の
組
織
や
人
事
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
森
田

さ
て
、
本
日
記
の
概
略
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
琉
球
側

あ
る
い
は
兼
任
と
し
て
琉
球
側
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

頁
）
。
こ
の
よ
う
な
薩
摩
藩
の
産
物
方
に
対
応
す
る
組
織
が
専
任

動
し
た
も
の
で
あ
っ
た

（
上
原
兼
善
『
鎖
国
と
藩
貿
易
」
二
五
四

元、

一
八
四
四
）
で
あ
る
。
長
崎
に
お
け
る
唐
物
商
法
再
開
と
連

方
の
名
称
が
、
産
物
方
に
改
称
さ
れ
る
の
は
道
光
二
四
年
（
弘
化

た

（
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
十
巻
、
三
六
二
頁
）
。
そ
の
唐
物

目
一
人
、
大
目
附
一
人
、
書
役
一
人
、
足
軽
三
人
か
ら
な
っ
て
い

ら
琉
球
へ
唐
物
方
の
役
人
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
構
成
は
横

が
、
少
な
く
と
も
乾
隆
二
五
年
（
一
七
六

0
)
に
は
、
薩
摩
藩
か

ろ
が
、
昨
年
(
-
八
六
七
年
）
秋
に
琉
球
か
ら
出
帆
し
た
王
舅
迎

（
中
国
）
商
人
」
に
依
頼
し
、
各
地
へ
注
文
を
派
遣
し
た
。
と
こ

到
着
後
、
担
当
役
人
ら
は
上
質
の
も
の
を
買
う
た
め
「
近
づ
き
の

る
よ
う
に
、
と
薩
摩
藩
の
産
物
方
か
ら
指
示
さ
れ
て
い
た
。
福
州

組
み
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
委
託
交
易
の
実
態
が
こ
の
日
記
に
は

（
鉢
嶺
筑
登
之
親
雲
上
）
、
同
大
通
事
（
伊
計
親
雲
上
）
ら
の
弁
明

書
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
品
立
書
は
略
さ
れ
て

い
る
が
、
御
前
（
薩
摩
藩
主
）
御
用
の
注
文
品
は
極
上
品
を
買
渡

け
で
王
舅
迎
船
の
総
官
（
池
宮
城
里
之
子
親
雲
上
）
、
同
脇
筆
者

通
り
に
交
易
は
展
開
し
な
か
っ
た
。
そ
の
一
例
は
、
辰
閏
四
月
付

具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
、
同
藩
の
期
待

交
易
後
、
帰
国
し
た
渡
唐
役
人
ら
は
「
買
立
帳
」
を
提
出
す
る
仕

な
ど
を
記
し
た
「
品
立
帳
」
を
渡
し
て
購
入
を
委
託
し
、
中
国
で

交
易
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
薩
摩
側
は
物
品
の
品
目
・
数
量

が
、
そ
の
交
易
ス
タ
イ
ル
は
琉
球
側
（
渡
唐
役
人
）
に
委
託
す
る

薩
摩
藩
産
物
方
の
主
目
的
は
対
中
国
産
品
の
購
入
に
あ
っ
た

担
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ど
恐
ら
く
下
層
士
族
の
人
々
と
思
わ
れ
、
薩
摩
産
物
方
の
業
務
を
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産物方日記（同治7-8年）

乱
に
あ
っ
た
。
そ
の
動
乱
は
こ
の
時
期
に
は
終
息
し
て
い
た
が
、

な
わ
ち
一
八
五

0
年
か
ら
一
八
六
四
年
ま
で
続
い
た
太
平
天
国
の

わ
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
「
唐
の
賊
乱
」
、
す

ま
た
、
当
時
の
対
中
国
交
易
は
中
国
の
国
内
事
情
に
よ
っ
て
思

余
地
が
あ
る
。

し
、
渡
唐
銀
の
付
託
が
皆
無
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
な
お
検
討
の

文
品
を
購
入
す
る
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ

は
な
く
干
藻
な
ど
の
海
産
物
を
福
州
で
売
却
し
、
そ
の
代
金
で
注

文
書
か
ら
、
こ
の
時
期
の
注
文
方
法
は
、
薩
摩
側
か
ら
渡
唐
銀
で

収
納
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
陳
弁
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
品
を
検
査
の
上
、
御
用
に
立
つ
な
ら

よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
も
果
た
せ
ず
右
の
肉
桂
を
仕
方
な
く
購
入

め
、
福
州
の
店
々
を
探
索
し
て
「
拾
い
買
い
」
に
よ
っ
て
調
達
し

桂
は
広
東
で
購
入
し
た
が
、
品
質
の
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
た

文
の
数
量
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
注
文
品
の
内
で
肉

落
し
、
さ
ら
に
航
海
途
上
で
嵐
に
逢
い
濡
れ
廃
れ
品
も
生
じ
、
注

御
用
品
を
購
入
す
る
た
め
に
積
載
し
て
い
た
「
干
藻
」
の
値
は
下

え
船
は
風
の
不
順
の
た
め
慶
良
間
島
で
越
年
し
、
そ
の
た
め
御
前

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
太
平
天
国
の
乱
は
琉
球
側
の
中
国
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局
、
注
文
通
り
の
数
量
を
購
入
で
き
ず
、
そ
の
弁
明
を
行
っ
て
い

外
の
南
台
で
探
索
し
た
が
見
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結

た
た
め
、
次
善
の
策
と
し
て
蘇
州
反
物
を
購
入
し
た
者
を
福
州
城

要
請
に
も
関
わ
ら
ず
、
商
人
ら
は
蘇
州
で
の
交
易
活
動
を
拒
否
し

家
財
道
具
を
失
っ
た
り
機
織
り
道
具
も
揃
え
ら
れ
な
い
な
ど
、
蘇

へ
と
逃
げ
去
り
、
現
在
は
徐
々
に
戻
っ
て
い
る
も
の
の
避
難
時
に

州
で
の
生
産
活
動
は
十
分
に
回
復
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
再
三
の

頼
し
た
も
の
の
、
蘇
州
地
域
で
は
「
賊
乱
」
の
た
め
民
衆
は
方
々

指
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
承
け
渡
唐
役
人
ら
は
中
国
商
人
へ
依

不
可
能
な
場
合
に
広
東
・
福
州
産
の
そ
れ
を
購
入
す
る
よ
う
に
と

の
品
を
購
入
し
、
ま
た
蘇
州
産
の
反
布
を
購
入
す
る
よ
う
尽
力
し
、

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
紗
綾
・
縮
緬
な
ど
は
広
東
・
福
州
産

る
が
、
近
年
「
唐
の
賊
乱
」
で
蘇
州
で
の
御
用
物
は
購
入
が
困
難

た
。
島
津
藩
主
ら
の
注
文
品
の
調
達
に
つ
い
て
は
念
を
入
れ
て
い

者
、
同
官
舎
、
同
オ
府
ら
は
そ
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い

影
響
を
受
け
て
い
た
。
閏
四
月
付
け
の
接
貢
船
脇
筆
者
、
同
大
筆

生
産
活
動
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
琉
球
側
の
交
易
も
そ
の



（
島
袋
）
、
小
唐
船
脇
筆
者
（
玉
那
覇
）
、
同
大
筆
者
（
名
嘉
真
）
、

を
提
出
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
対
象
者
は
、
大
唐
船
脇
筆
者

年
の
秋
に
渡
唐
す
る
役
人
ら
は
注
文
の
数
量
を
購
入
し
、
翌
年
の

上
物
同
様
の
値
段
で
「
産
物
方
御
在
銭
」
か
ら
支
出
さ
れ
、
そ
の

ら
西
洋
布
五
〇
疋
ま
で
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
金
は
返

漢
方
薬
の
単
価
と
金
額
を
記
し
た
リ
ス
ト
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

が
で
き
る
。
例
え
ば
、
産
物
方
注
文
の
朱
墨
一
五

0
0
挺
を
購
入

て
い
た

ヘ
搬
入
し
、
他
所
で
の
売
却
や
抜
け
売
り
の
禁
止
措
置
が
取
ら
れ

ら
産
物
方
の
買
い
上
げ
品
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
半
夏
を
昆
布
座

そ
の
他
、
薩
摩
藩
産
物
方
は
、
対
中
国
貿
易
だ
け
で
な
く
琉
球

の
産
物
も
取
り
扱
っ
て
い
た
。
そ
の
―
つ
に
琉
球
産
の
半
夏
（
漢

方
薬
）

の
専
売
が
あ
り
、
数
年
前
の
同
治
四
年
(
-
八
六
五
）

（
四
月
二
三
日
付
）
。

し
て
き
た
記
事
（
閏
四
月
付
）

で
の
交
易
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

か

交
易
品
に
つ
い
て
の
詳
細
な
情
報
も
こ
の
日
記
か
ら
伺
う
こ
と

や
大
黄
以
下
、
本
掛
人
参
な
ど
の

八
月
付
け
の
記
事
に
は
、
太
守
の
御
用
注
文
品
（
緋
緞
子
二
本
か

夏
に
は
品
立
て
書
を
提
出
す
る
こ
と
な
ど
の
請
け
文
（
承
諾
書
）

対
中
国
貿
易
の
実
態
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
内
容
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
機
構
が
琉
球
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
、
さ
ら
に

と
言
え
よ
う
。

（
豊
見
山
和
行
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
記
は
薩
摩
藩
の
産
物
方
（
生
産
方
）

て
い
る
。

琉
球
で
も
生
産
方
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ

そ
の
他
、
こ
の
九
月
二
八
日
条
に
は
、
船
頭
や
水
夫
（
二
三
人
）

ら
が
鹿
児
島
で
煎
茶
の
抜
け
買
い
を
行
い
、
摘
発
さ
れ
て
琉
球
の

方
が
鹿
児
島
で
は
生
産
方
に
改
称
さ
れ
、
翌
年
三
月
十
八
日
条
に

「
国
法
」
に
よ
っ
て
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
産
物

あ
っ
た
。
彼
ら
は
中
国
で
の
商
品
購
入
の
実
務
担
当
者
で
あ
っ
た
。

舎
場
）
、
大
唐
船
オ
府
（
豊
見
本
）
、
小
唐
船
オ
府
（
国
場
）
ら
で

大
唐
船
大
筆
者
（
安
里
）
、
同
官
舎
（
金
武
）
、
小
唐
船
官
舎
（
喜
．
）




